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｢本山寺山森林づくりの会｣活動報告(2023.06.01) 

                                                                                                        文･写真:武田、写真:寺 

日 時：2023(令和 5)年 6 月 1 日(木)  9:30～14:00  

気 象：薄曇り 

活動エリア：４5 林班ろ-０3､ほか 

活動内容： 自然歩道整備(水切り溝の掘り直し) 

参加者(会員) ： 石田美和､斧田一陽､倉谷邦雄､武田壽夫､竹歳美紀子､田村綾子､寺田昭弘､当山清之､宮本 廣 

           (体験)：金川由紀子、福本夏子                                                                 会員 9＋体験 2＝11 名 

 

＜梅雨入り前＞ 

 今月から活動地は 45 林班から標高の高い 44 林班に移る。先ずは山頂への自然歩道の水切り溝整備か

ら。通る度に手は入れているが､本格的な｢溝掃除｣は年に一度､これは山への恩返しの意味もある。半年

ぶりに天狗杉に向かう。体験のお二人は斧田会員の案内で活動地一巡と鋸の試し切り。 

＜今日の成果＞ 

  溝は旧道を含め 15 ヶ所はある。通り過ぎるハイカーからのお礼の言葉も励みにすべて溝の底までスッ

キリ､マズマズの成果。ところが､翌 2 日の天気は最悪。気象庁の天気図をご覧頂きたい。 

 

 

 

2 日の雨量 

＜24 時間＞ 

枚方 116.5mm 

和歌山 199mm 

 

＜最大 1 時間＞ 

  枚方 26.5mm 

  和歌山 35mm 

 

 

上図の通り､2 日には北上した梅雨前線が列島を横断､台風 2 号は湿った風を吹き込む。発生した線状

降水帯は各地に記録的な豪雨をもたらした。さて､折角手入れした水切りの様子が心配々々。 

＜写真＞ 

【旧道で階段部の作業】 

 
 

【左の概成】 
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【旧道､平坦部】 

 

【左の作業後】 

 

【すっかり埋まっている平坦部(自然歩道)】 

 

【落葉と土は低地側へ搔き出し】 

 

【低い方に流れるように】 

 

【階段部の補修】 

 

 

 

 


